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白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

　

待
機
児
童
は
２
年
後
に
ゼ
ロ
に
な

る
こ
と
が
公
言
さ
れ
た
こ
と
は
大
き

い
。
契
待
機
児
童
の
状
況
や
今
後
の

予
定
な
ど
の
情
報
発
信
の
質
と
量
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。
形

総
務
省
統
計
局
の
資
料
に
よ
る
と
、

昨
年
度
当
市
で
は
子
育
て
世
代
の
転

出
超
過
が
最
も
多
い
が
、
市
の
認
識

は
。
径
転
出
届
を
窓
口
で
受
け
取
る

際
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
デ
ー
タ

を
蓄
積
す
る
な
ど
し
て
転
出
理
由
を

把
握
で
き
な
い
か
。
恵
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
の
人
口
推
計
で
、

今
年
度
の
０
歳
児
に
お
い
て
既
に
誤

差
が
生
じ
て
い
る
。
今
後
計
画
の
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
の
際
に
数
字
の
チ
ェ
ッ
ク
に

加
え
、
場
合
に
よ
っ
て
修
正
を
か
け

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
な
い
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
待
機
児
童

解
消
策
に
よ
る
市
民
へ
の
情
報
発
信

は
適
切
な
時
期
に
行
う
。
径
転
出
理

由
を
把
握
し
対
策
を
と
る
こ
と
は
必

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
が
、
今
後
の

研
究
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
恵

必
要
に
応
じ
て
見
直
し
て
い
く
。

　

保
育
課
長　

形
い
わ
ゆ
る
子
育
て

世
代
と
言
わ
れ
る
世
代
の
転
出
率
が

増
え
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
町
会
・
自
治
会
の
加
入

率
を
上
げ
る
た
め
に
、
他
市
事
例
も

参
考
に
、
転
入
届
出
の
際
に
窓
口
で

の
呼
び
か
け
や
加
入
促
進
チ
ラ
シ
の

配
布
を
行
う
こ
と
な
ど
を
提
案
し
ま

し
た
。

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
が
、
高

齢
者
を
中
心
に
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
空
き
巣
に
つ
い
て
は
警
視
庁

ワ
ー
ス
ト
１
か
ら
減
少
傾
向
だ
が
、

そ
の
対
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

契
東
京
都
は
、
振
り
込
め
詐
欺
撃
退

の
た
め
の
自
動
通
話
録
音
機
を
無
料

貸
与
し
て
い
る
。
広
報
等
の
方
針
は
。

形
空
き
巣
被
害
の
現
状
と
対
策
は
。

　

総
務
部
長　

契
貸
与
事
業
に
つ
い

て
、
８
月
下
旬
ま
で
に　

台
の
機
器

８０

を
受
け
、
要
綱
を
制
定
し
、
市
報
７

月
１
日
号
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

し
て
周
知
す
る
。
形
小
金
井
警
察
署

か
ら
の
要
請
で
、
青
色
回
転
灯
装
備

車
両
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
安
全
・
安
心
メ
ー

ル
等
に
よ
る
注
意
喚
起
を
し
て
い
る
。

　

許
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
市
内
設
置
場
所
は
、

「
わ
た
し
の
便
利
帳
地
図
」
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
契
設
置
数
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
。
形
使
用
例
の
有
無
は
。

径　

時
間
利
用
可
能
な
設
置
場
所
の

２４
確
保
を
。
恵
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
建
物
に
お

い
て
は
、
道
路
側
の
見
や
す
い
所
に

設
置
マ
ー
ク
を
掲
示
し
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

契
市
内　

台
の
設
置
。

６８

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
管
理
・
設
置
し

て
い
る
各
施
設
の
所
管
課
で
実
施
。

形
計
６
件
の
使
用
報
告
が
あ
る
。
径

民
間
施
設
に
協
力
依
頼
を
し
た
い
。

恵
各
施
設
の
所
管
課
と
調
整
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
点
字
版
選
挙
公
報
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

　

虚
あ
る
企
業
の
調
査
に
よ
る
と
、

市
報
を
毎
月
読
ん
で
い
る
人
は　

％
５０

以
下
、
市
報
が
届
い
て
い
る
こ
と
す

ら
知
ら
な
い
と
答
え
た
方
は　

％
前

５０

後
と
い
う
結
果
が
あ
る
。
市
の
重
要

な
情
報
が
詰
ま
っ
た
市
報
を
、
多
く

の
市
民
に
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の

工
夫
が
必
要
。
具
体
的
に
は
、
市
報

の
発
行
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
、

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
専
用
ア
プ
リ

で
ど
こ
で
も
手
軽
に
閲
覧
で
き
る
仕

組
み
を
導
入
し
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

利
用
者
と
自
治

体
に
利
点
が
あ
る
。
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

　

許
本
市
に
は
、
日
中
多
く
の
来
街

者
が
あ
る
の
に
加
え
、
お
買
い
物
や

通
院
な
ど
、
外
出
先
か
ら
避
難
場
所

が
判
断
し
に
く
い
現
状
が
あ
る
。
広

告
収
入
を
財
源
と
し
て
、
外
出
中
の

方
や
市
外
の
方
で
も
、
災
害
時
に
、

一
時
避
難
所
が
見
つ
け
ら
れ
る
避
難

誘
導
看
板
を
設
置
し
な
い
か
。

　

総
務
部
長　

必
要
性
を
感
じ
て
お

り
、
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
就
学
終
了
時
の
防
災
行

政
無
線
を
使
っ
た
見
守
り
呼
び
か
け

放
送
の
実
施
、
子
ど
も
の
自
転
車
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
助
成
の
実
施
、

市
内
の
案
内
役
と
し
て
、
在
住
外
国

人
の
方
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
養

成
で
き
な
い
か
、
都
市
農
業
振
興
基

本
法
の
成
立
を
受
け
た
市
の
取
組
等

を
提
案
し
ま
し
た
。

百
瀬
和
浩
（
リ
ベ
ラ
ル
保
守
）

　

市
は
、
環
境
に
配
慮
し
つ
つ
税
収

構
造
の
改
善
に
も
寄
与
す
る
ア
ク
テ

ィ
ブ
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
べ
き

で
あ
る
。
縮
小
す
る
経
済
の
中
、
合

理
的
に
公
園
や
緑
地
を
確
保
す
る
た

め
宅
地
開
発
等
指
導
要
綱
は
効
果
的

に
機
能
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
契
近

隣
市
と
の
連
続
性
を
考
慮
し
て
東
八

道
路
は
準
住
居
地
域
に
、
富
士
見
通

り
は
全
域
近
隣
商
業
地
域
に
指
定
す

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
形
適

切
に
維
持
さ
れ
て
い
な
い
公
園
や
緑

地
の
今
後
の
考
え
は
。
径
既
存
住
宅

地
の
緑
化
も
充
実
が
必
要
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
用
途
地
域
を

変
更
す
る
場
合
、
指
定
方
針
及
び
指

定
基
準
に
の
っ
と
り
、
ま
ち
づ
く
り

の
具
体
化
に
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ

と
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

環
境
部
長　

形
公
園
条
例
改
正
前

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
に
段
差
が
あ
る

場
所
が
あ
る
の
は
認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
随
時
、
適
切
な
維
持
管
理
に

努
め
て
い
き
た
い
。
径
大
変
重
要
な

方
策
と
認
識
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う

な
周
知
方
法
、
啓
発
が
で
き
る
の
か

引
き
続
き
研
究
に
取
り
組
み
、
緑
の

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
。

■
そ
の
他
、
公
共
空
間
や
中
央
線
高

架
下
の
緑
化
、
土
地
利
用
の
ビ
ジ
ョ

ン
、
住
宅
地
内
の
不
均
衡
な
道
路
解

消
の
取
組
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

鈴
木
成
夫
（
市
議
会
民
主
党
）

　

虚
計
画
的
行
政
の
視
点
で
、
公
共

施
設
の
配
置
を
検
討
し
な
い
か
。　

　

市
長　

他
市
と
比
べ
、
公
共
施
設

の
整
備
は
十
分
で
は
な
い
が
、
施
設

の
統
廃
合
を
含
め
た
検
討
は
全
庁
を

挙
げ
て
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
総
合

調
整
は
、
組
織
を
全
体
的
に
見
る
必

要
が
あ
る
。
ご
指
摘
の
と
お
り
、
検

討
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
、

き
っ
ち
り
と
対
応
し
て
い
く
。　

　

許
明
日
の
小
金
井
教
育
プ
ラ
ン
に

対
す
る
今
後
の
検
討
と
、
通
級
指
導

学
級
の
平
成　

年
廃
止
へ
の
見
解
は
。

３０

　

学
校
教
育
部
長　

教
育
委
員
会
で

は
、
特
別
支
援
教
室
の
確
保
、
特
別

支
援
学
級
の
増
設
、
特
別
支
援
教
育

支
援
員
の
配
置
を
重
点
に
拡
充
し
て

き
た
。
新
た
な
計
画
で
は
、
障
害
者

差
別
解
消
法
施
行
に
向
け
た
児
童
・

生
徒
へ
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
や
、

特
別
支
援
教
室
の
円
滑
な
導
入
に
向

け
た
研
究
が
必
要
で
、
小
金
井
市
に

適
し
た
計
画
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

指
導
室
長
補
佐　

特
別
支
援
教
室

に
変
更
さ
れ
て
も
指
導
内
容
は
変
わ

ら
な
い
。
都
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、

課
題
と
し
て
小
集
団
学
習
の
難
し
さ

が
、
ま
た
、
成
果
と
し
て
送
迎
の
負

担
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
、
全
て
の

地
区
で
聞
か
れ
た
。
児
童
・
保
護
者

へ
の
意
見
聴
取
は
、
現
在
の
取
組
の

中
で
研
究
し
、「
き
ら
り
」
と
連
携
し

な
が
ら
、
特
別
支
援
教
室
の
円
滑
な

導
入
に
向
け
た
研
究
を
進
め
た
い
。

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

現
在
、
埼
玉
県
で
は
モ
デ
ル
市
を

作
っ
て
、
各
市
の
独
自
性
を
生
か
し
、

運
動
や
食
な
ど
テ
ー
マ
を
決
め
て
健

康
長
寿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て

い
る
。
特
に
坂
戸
市
の
葉
酸
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
医
療
費
な
ど
の
削
減
に
大

き
な
効
果
を
上
げ
た
。
契
具
体
的
な

数
値
目
標
を
決
め
、「
も
っ
と
野
菜

を
食
べ
よ
う
」
と
い
う
運
動
を
展
開

し
な
い
か
。
ま
た
、
友
好
都
市
の
三

宅
村
の
産
業
振
興
も
含
め
、
様
々
な

成
人
病
の
予
防
に
効
果
の
あ
る
明
日

葉
を
、
小
金
井
市
で
食
べ
る
仕
組
み

を
作
る
運
動
を
し
な
い
か
。
形
市
内

の
農
工
大
学
に
は
、
骨
粗
鬆
症
や
歯

周
病
に
関
す
る
研
究
を
し
て
い
る
研

究
室
が
あ
る
。
こ
う
し
た
健
康
を
テ

ー
マ
と
し
た
先
生
た
ち
と
連
携
し
て
、

事
前
の
検
査
、
事
後
の
成
果
を
出
し

な
が
ら
、
小
金
井
モ
デ
ル
と
な
る
健

康
増
進
運
動
を
し
て
い
か
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
現
在
、
食
育

推
進
計
画
に
基
づ
い
て　

施
策
、
小

４０

金
井
ス
タ
イ
ル
の
地
域
展
開
で　

施
２０

策
を
展
開
し
て
い
る
。
東
京
都
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
実
施
可
能
な
協
力

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
明
日
葉
に
つ

い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
に
し
た
い
。

形
庁
内
外
の
関
係
機
関
と
の
更
な
る

連
携
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
非
常

に
大
き
な
課
題
。
小
金
井
市
は
市
民

の
活
動
が
大
変
活
発
で
あ
り
、
人
材

に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。
埼
玉
県
の
先

進
例
も
参
考
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

市
の
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進

計
画
（
改
訂
版
）
に
は
、
市
の
取
組

と
し
て
「
高
効
率
タ
イ
プ
街
灯
（
Ｌ

Ｅ
Ｄ
等
）
の
設
置
」
と
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
一
方
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
よ

る
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
へ
の
一
斉
切
り

替
え
を
、
最
近
多
く
の
自
治
体
が
進

め
て
い
る
。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は
、
過

去
７
年
間
で
発
光
効
率
が
１
・
７
倍

程
度
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
い
う
。
財

政
負
担
が
少
な
く
済
む
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯

の
一
斉
導
入
を
検
討
し
な
い
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

平
成　

年
度
の

２６

街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
設
置
率
は　

％
で

１６

あ
る
。
２
０
２
０
年
以
降
は
水
銀
ラ

ン
プ
の
製
造
・
輸
出
・
輸
入
が
禁
止

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
大
型
の
街
路

灯
を
含
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

街
路
灯
を
一
括
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た

自
治
体
で
は
、
リ
ー
ス
事
業
、
市
の

自
主
整
備
事
業
及
び
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

な
ど
、
事
業
方
法
や
業
者
選
定
方
法

に
も
様
々
な
形
態
が
あ
る
。
市
が
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
く
上
で
、
先
進

自
治
体
の
導
入
方
法
、
業
者
選
定
方

法
及
び
設
置
後
の
状
況
等
に
つ
い
て
、

調
査
・
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

交
通
対
策
課
長　

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

に
つ
い
て
、
現
在
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯

が
実
際
に
ど
の
程
度
の
性
能
な
の
か
、

調
べ
る
こ
と
も
必
要
だ
。

■
そ
の
他
、
健
康
寿
命
延
伸
と
医
療

費
適
正
化
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ポ
ス
ト
か
ら
手
の
ひ
ら

ポ
ス
ト
か
ら
手
の
ひ
ら
にに

届
け
る
市
報

届
け
る
市
報
へへ

子
育
て
世
代
が
流
入
し
続

子
育
て
世
代
が
流
入
し
続
けけ

る
ま
ち
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配

効
果
的
な
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共
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配

公
共
施
設
の
最
適
な
配
置置

／
通
級
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の
廃

／
通
級
指
導
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級
の
廃
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街
灯
を
財
政
負
担
少
な

街
灯
を
財
政
負
担
少
な
くく
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